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＜連絡事項＞

・土井　勝広様～アルコールプログラムでの外泊訓練許可出ています。外泊へ行かれる際には外泊中の生活リズムを崩さないよう伝えていきましょう。

＜新入院患者様情報＞

菅原　典克様（35）アルコール依存症　任意入院　

主治医：安ヶ平　ＰＳＷ：高田　担当：藤原MNS

飲酒は２０歳頃より始まり、２３歳にて結婚するも離婚をきっかけに飲酒量が増え飲酒運転での交通事故を起こし、さくら病院へ初診し入院しています。断酒会勧めるも本人の意志で参加せず、退院後も飲酒止められず当院での治療を希望され本日、西Ａユニット４４号室入室となっています。

入院時、体温36．7℃血圧138/90mmHg脈拍117回と脈拍の早さあるも苦しさなど訴えは聞かれず、離脱症状や手指振戦も見られません。酒臭あり、本人に飲酒について確認しますが、「昨日は飲んでいない」と話されています。

薬についてはさくら病院にて処方された薬が残っており、６月１４日まで持参薬服用していただき、その後は当院での処方となります。

本日昼から４日間ペンライブ500ml　ケベラ１A　ダイビタミックス１A　ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸１A点滴処方となっています。

＜作業報告・検討＞

・晴山　美智子様～「ここの病院は厳しい」など病院への不満や足の痛みの訴え聞かれています。作業では手芸にて手さげカバン作成し、終了後は自ら色塗りを希望され行っていますが、集中力が落ちてきている様子見られています。病棟内では体重減少が見られず運動に対しての不満がある様子で足の痛みを訴えてきています。上半身だけでも動かす様勧めると運動行う事はできています。本人は体重を減らす事を気にされている様ですが、体重の減少にこだわるのではなく今までの生活リズムを振り返っていただき生活リズムを整えれば体重も減少していく事伝えていきましょう。

・濱谷　正志様～独語聞かれており、スタッフに対し、離れた所からまとまりなく一方

的な話し掛けがありますが、周りに迷惑にならないように声掛けして

います。他患者様からの苦情はありません。作業中はロジックを取り

組まれており、作業への支障は目立って見られません。本人からの訴

えには話を聞くようにし、静かに作業に取り組むよう伝えていきます。

落ち着きに欠ける場合には一度病棟へ戻っていただき、落ち着いてか

ら参加していただくようにします。

・風穴　チエ様～被害的発言聞かれており、他患者様（中村マス様）が近くにいるのを

分かっていながらも「中村マスさんが・・」とわざと大きな声で話す

事があり、他患者様への配慮の仕方について指導しています。作業へ

は意欲を持ち取り組まれている為、本人が行いたいものを行っていた

だいていますが中途半端にならないよう計画性を持って行ってもら

うよう関わっていきます。気分の不安定さ見られており、訴えがある

場合には話しを聞き、気分の安定を図っていきながら作業進めていく

事としています。

・長谷川　陽一様～「６月に退院するから今やってる計算ドリルください」と訴えてくる事あります。計算ドリルの解答について納得いかないと訴えてくる事ありますが、しつこさはありません。計算ドリルを行ったり、他患者様と将棋をされて過ごされていますが言動に落ち着きのなさがあり、現実に目を向けていけるようドリルについてもゆっくり取り組むよう伝えています。

・蛯名　勝幸様～口調の荒さが聞かれています。漢字ドリルが難しいと「習ってねーじゃーこんなの！」と話される為、簡単な漢字ドリル勧めるも行わず漫画を読まれています。以前は、居眠り多く見られていましたが最近では居眠りなく過ごせている事を評価しています。また、気分の高揚が見られてきており、気分の安定を図りながら作業へ取り組んでいけるようコントロールしながら勧めていきます。

・岩崎　誠一様～お手本を見ながら字を書く練習をされていますが、下肢のムズムズ感訴え外を眺めたり、しゃがみ込んでいる事が見られています。声掛けには会話穏やかに行われており、集中力の向上、気分の安定を図っていきます。

＜Ｄｒ川端ＮＣＰ評価＞

・下口　政子様～６月１日今後の治療方針について家族、主治医と面談行っています。退院後はグループホーム中里ホームへ入所予定となっており、外泊訓練行っていく事としています。また、運転免許更新について本人は初め免許の更新はしないと話していましたが、問診時、運転免許の更新に必要な書類の確認をしてきています。現在、失効中で警察からは退院してからでも良いとの事で退院してから手続きする予定です。

・兼田　喜代治様～６月中旬から下旬に掛けて横手興生病院にて空床ができ次第受け入れできるとの事です。住所、生保、介護保険などについて調整必要な為、生保担当者を交えて調整行ってから転院となります。転院については、はっきりと決まってから本人へ伝えていく事としています。血圧高値にて顔面紅潮見られている為、血圧三検継続し行っていきます。頭痛や眩暈、立ちくらみの観察していきましょう。

・堀内　泰子様～退院に向けてのデイケア見学、外泊訓練行っています。外泊時は問題なく帰院する事できています。今後の方針（具体的な退院日時、デイケアや訪問看護を勧める）について家族との話し合いを持っていく事としています。本人、デイケアには行きたくないと話されていますが、今後も入院中に見学に何度か行ってもらう事としていきます。本人がデイケアへ通うのにバス代が掛かるなど金銭面に関しての心配もあるようなので、精神障害者保健福祉手帳の手続きをPSW泉さんに依頼しています。

・駒木　学様～問診時、日中、軟便で困っていると話される事あり、カマ1.0　2×ndE

を5月2日夕より止めとなっています。また、飲水量多く体重変動あった

為に1日3回の体重測定を行っていたがあと1週間継続し、変動少なけれ

ば1日1回の測定となります。手の表面のしびれや幻聴の訴え聞かれてい

ましたが、最近は聞かれていません。免許の更新については弟様が面会

時、免許の更新はしないと説明していますが本人、納得していない様子

があり、次回、弟様来院時に再度免許の更新はしないという事について

説明していくとの事です。

・宮　陽子様～1、2ヶ月前から「テレビが自分を見ている気がする」「心の中を見透か

されている」耳鳴りがひどくなり「この耳鳴りが自分の病気の症状なん

だ」と幻聴認める発言聞かれています。帰宅要求は続いて聞かれており、

昔、好きだった人が自分の家に電話してくる様な感じがしてその電話を

家で待ちたい。など妄想に左右された帰宅要求が聞かれており、リスパ

ダール（1）　2T　1×vds　6月2日の就床前薬から7日分処方となってい

ます。

・宮本　建蔵様～退院してからの方向性について問うと、「妹の家に一緒に住みたい。」

「妹が一緒に住んでもいい」と言ったと話されています。妹様と今後の

事について面談していく予定です。妹様受け入れが無理なようであれ

ば青山荘入所勧めていきます。現在、妹様との連絡が取れない状態が

続いている為、今後も留守電などにメッセージを残し連絡が取れるよ

うにしていきましょう。問診時、呂律不良訴え、口渇強い感じあり脳

梗塞の可能性も考えられる為、頭部CTの指示あります。

· 稲垣　恵利子様～血圧高値であり、血圧測定三検続けて行っていってください。

· 土井　勝広様～退院後、神奈川の自宅に行きたいとの事でＰＳＷへゼロの会や断酒会参　　　　　　　加できるところを探してもらっています。子供との関係にてうまくやっ　　　　　　　ていけるのかと不安ある様子ですが、お姉様の所でも受け入れ可能であ　　　　　　　る為、退院後どちらで暮らすのか、入院中にゆっくりと今後について決　　　　　　　めてもらう事としています。

・　村上　幸子様～服薬調整行っていましたが、精神症状安定している為、向精神薬５日分臨時継続処方となっています。以後、定期となります。

